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論文内容の要旨

本論文は，フロー・ショップ・スケジューリングに関する研究の成果をまとめたもので次の 6 章か

らなっている。

序論の章では，フロー・ショッフ0 ・スケジューリング理論における研究の背景と必要性，および経

過について述べるとともに，本論文の位置づけを行っている。

第 1 章では，機械が 2 台のフロー・ショップ・スケジューリングのモデル (Johnson モデル)を扱

っている。 従来のモデルではすべての順列スケジュールが克行可能であると仮定されているが，ここ

では，技術上の制約，外部からの要請，等によって処理順序に制限があり，順列スケジュールのうち

のいくつかが実行不可能な場合に，全経過時間を最小にするスケジュールを求める問題を扱っている。

このために蚊適スケジュールが満足する種々の性質を導き，それを基礎にして最適解を求めるアルゴ

リズムを与え，またいくつかの例によって，このアルゴリズムの有用性を示している。

第 2 章では，機械が 2 台で時間遅れのあるスケジュ←リングのモデル (Mi tten モデル)において，

処理順序に制限がある場合に，全経過時間を最小にするスケジュールを求めるアルゴリズムを与え，

また 2 つの機械で処理順序が異ってもよい場合についても考察を行っている。

第 3 章では，機械が 3 台のフロー・ショッ 7
0

・スケジューリングにあ、いて，処理順序に制限がある

場合に，全経過時IIIJ を最小にする問題を扱い，この場合に， 3 つの機械で同一処理順序をもっスケジ

ュールだけを考えれば十分であることを示している。

第 4 章では，機械が l 台で処理順序に制限があり， さらに処理時間および工期が砿・率変数である場

合に，種々の評価基準に付する最適順序を求める方法を考察している。
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第 5 章では，機械が 2 台のフロー・ショッ 7
0

・スケジューリングにおいて，処理時間が指数分布に

したがうとき，全経過時間の期待値を最小にする処理順序について考察し ， Talwar の予測の正しい

ことを示すとともに，最適解を求めるアルゴリズムを与えている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，フロー・ショッフ0 ・スケジューリングにむいて，処理順序に制限がある種々の場合につ

いて，最適解を求める方法に関する研究をまとめたものである。

従来のスケジューリング理論では，すべての順列スケジュールが実行可能で、あると仮定されている

が，現実には技術上の制約などにより，いくつかの順列スケジュールが実行不可能で、ある場合が多い。

本論文では，このような処理順序に制限がある場合において，機械が 2 台および 3 台のときに，全

経過時間を最小にする最適スケジュールを求める有効なアルゴリズムを与え，さらに機械が 1 台およ

び 2 台のときに，処理時間あるいは工期が確率変数である場合について，種々の評価基準に対する最

適順序を求める方法をも与えている。

以上の結果は，数理工学上きわめて有用であり，応用上でも生産工学の発展に寄与するところが大

きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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